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あらまし：受講者分析を目的として，撮影した受講者映像から授業分析者自身が分析対象とする受講者の

みの映像領域を指定することができれば，より効率良く受講者の様子を分析することが可能となる．そこ

で本稿では，距離センサを用いて受講者の三次元データを獲得して分析するという枠組みにおいて，受講

者空間を俯瞰した映像を見ながら注目対象とする受講者を選択可能とするインタフェースについて提案

する． 
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1. はじめに 
授業改善に役立つ情報を収集することなどを目的

として，授業中の受講者の様子をビデオカメラで撮

影し，授業後に映像を見ながら受講者の姿勢や講師

の位置などの情報を付与して分析するという手法が

ある (1)．我々はこれまで，受講者の様子を距離セン

サで記録し，受講者を様々な角度から観測可能とし

たり，受講者の姿勢変化を把握しやすくしたりする

ために，三次元表現された受講者に対して位置の基

準となる仮想的なオブジェクトを配置するなどの三

次元可視化手法を開発してきた (2)． 
一方，これまでの受講者に対する三次元可視化で

は，模擬授業を記録対象としていたため，ある程度

整理された環境での記録となり，現実の受講者環境

が反映されていなかったという問題や，仮想的な基

準オブジェクトを配置するために必要な受講者の位

置についても，実験実施者が予め設計した位置に配

置する必要があるため，授業分析者自身が着目した

い部分を指定することができないという問題があっ

た． 
そこで本稿では，大学において実際に実施されて

いるゼミ活動を対象として距離データを獲得し，受

講者を含むシーンを三次元可視化した上で，着目し

たい受講者を授業分析者自身が指定可能なインタフ

ェースを提案する．  
 

2. 受講シーンの三次元可視化 
京都外国語大学で行われているゼミ活動を記録対

象とした．このゼミでは，学生が自ら定めた卒業研

究テーマについて調査した内容を PowerPointにまと

め，プロジェクタでスクリーンに投影して発表する

という形式を採っている．聴者の様子を図 1 に示す．

本稿ではこの聴者を受講者とみなす．撮影対象とな

ったのは参加者約 30 名中の 9 名であった．深度セン

サとしては ASUS 社の Xtion Pro Live を用いる．こ

のセンサは，視点位置から奥行 10 メートルほどの距

離を，10mm 程度の誤差で深度マップとして獲得す

ることができる．獲得した深度マップの例を図 2 に

示す．この深度マップから深度センサのフォーカス

などの情報を用いて，対応する三次元位置を求める． 
 

  
図 1 ゼミ活動における聴者の様子の例 

 

 
図 2 深度マップの例 
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三次元可視化の例を図 3 に示す．一部，隠れ（オ

クルージョン）のため，表現できていない部分が存

在するが，自由な位置から観測可能である． 
 

 
図 3 三次元可視化の例 

 
3. 注目受講者指定インタフェース 
三次元可視化された受講者データに対して，授業

分析者自身が受講者シーンを俯瞰した映像を見なが

ら注目する受講者領域を選択し，提示する手法につ

いて説明する．  
3.1 俯瞰画像を用いた注目受講者の指定 
受講者を撮影した様子を示した図 1 や図 3 から分

かるように，受講者を撮影したシーンには，受講者

以外のものが多数映っている，このうち，机や壁な

ど，固定設置されているものについては，予めシス

テム設計者が位置を指定して削除することができる

が，受講者が持参した鞄などの物体は机の上のどこ

に置かれるかは予め予測ができないため自動的に削

除することは困難である．そこで，授業分析者自身

が注目したい受講者を指定しやすくするために，ま

ず図 4 に示すような俯瞰画像を生成する．これは図

3 のように得られた三次元データに対して，仮想カ

メラを俯瞰した位置に配置することで生成すること

ができる．このとき，机の高さや壁の位置は予め分

かっていることから，これらについては，予め自動

的に削除しておく． 
この俯瞰画像に対してマウスをドラッグすること

で注目対象の指定が可能である．図 4 において，濃

い灰色の矩形で示した領域が，手動で指定した注目

対象である．この例では，4 名の受講者の領域を指

定しており，受講者が持ち込んだ鞄や，椅子の背も

たれの部分については，意識して指定していない． 
3.2 注目受講者に対する動きの分析例 
授業分析者が俯瞰画像を用いて指定した矩形領域

に対して，その領域内の受講者の動きの大きさを，

動きが小さい状況から大きい状況に対応して，青色

→水色→緑色→黄色→橙色→赤色と段階的に 256 段

階で擬似カラー表現した状況を斜めの視点から見た

様子を図 5 に示す．この例では，右上の受講者の動

きが活発で，左下の受講者の動きが小さいことが見

て取れる．  
 

4. おわりに 
本稿では，受講者を撮影した深度センサから得ら

れるデータを三次元可視化する際に，授業分析者自

身が注目する受講者を指定することが可能なインタ

フェースを提案した．これにより，講義室内に存在

する，受講者以外の物体による影響をより効率よく

取り除くことが可能となる． 
一方，今後，深度センサの解像度は向上が見込ま

れるものの，受講者によって他の受講者が見えない

状況（オクルージョン）については，1 台の深度セ

ンサでは解決できない問題である．そこで今後の課

題としては，複数視点から撮影した深度マップ情報

に基づく，受講者空間の再現と可視化などが挙げら

れる． 

 
図 4 注目受講者指定画面の例 

 

 
図 5 受講者活動分析用画面の例 
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